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齢幅がより狭い 18 歳から 24 歳までの男女約 1000 名に















































て最終的に 25 項目からなる PBI を作成した。25 項目の







い る 。 国 際 疾 病 分 類 （ International Statistical 






















「無関心 Ll」，「冷淡と干渉 Lh」の 4 群に分け，身体的
魅力のなさを群間で比較した。そして，「情愛と過保護






































A 大学に所属する大学生 115 名を対象にして 97 名か
ら有効回答を得た（男性 51 名，女性 46 名，平均年齢
19.3（SD = 1.7））。 
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用いた（平野・井上, 2006; 付録 A）。この尺度は，容姿






Bonding Instrument (PBI) 日本版を用いた（小川 , 



















 容姿志向性： 容姿志向性の 3 因子について内的整合
性を確認するために各因子で Cronbach のα係数を算出
した。その結果，容姿肯定因子でα = .92，容姿無関心
因子でα= .85，他者意識因子でα = .46 であった。他者
意識因子に関しては，「12. 私の生活において，自分の容







析に用いることにした。因子間相関は表 1 に示す。 
 各因子の下位尺度得点の平均と SD を表 2 に示す。回 
表 1 容姿志向性尺度の因子間相関 
 
 
表 2 容姿志向性尺度の下位尺度得点の平均 
 
 
答は 7 段階評定で 4 が「どちらでもない」であったため
容姿肯定は男性（3.6）も女性（2.6）も否定的で，特に女




低かった（t(95) = 5.23, p < .001）。他者意識は男性（4.1）
はどちらでもないに近いが，女性（5.0）は他者を意識し
ており，女性は男性より他者意識が高かった（t(95) = 
2.88, p < .01）。 
 親の養育態度：親の養育態度の 2 因子について内的整
合性を確認するために各因子で Cronbach のα係数を算
出した。その結果，養護因子でα = .67，過保護因子で
α= .61 であった。α係数はやや低いがいずれも.60 以上
とある程度の内的整合性は示されたことと，PBI はこれ
までに多くの研究で用いられている尺度であるため，そ
のまま分析に用いることにした。因子間相関は r = 
－.366（p < .001）で有意な負の相関が見られた。各因子
の下位尺度得点の平均と SD を表 3 に示す。回答は 4 段
階評定で 2 が「どちらかといえばそうだ」，3 が「非常に
そうだ」であったため，養護は 36 点満点中 31.6 点と高
くて「非常にそうだ」に近く，過保護は 39 点満点中 27.2
点と中程度で「どちらともいえない」に近かった。養護
と過保護のいずれにも下位尺度得点に性差は見られなか





保護と容姿肯定の間に有意な正の相関（r = .332, p < .05）， 
容姿肯定
容姿肯定 ― .428 *** -.201 *
容姿無関心 ― ― -.442 **
他者意識 ― ― ―
***p < .001, **p < .01, *p < .05
容姿無関心 他者意識
全体 男性 女性
3.2 3.6 2.6 p < .001
(1.1) (1.0) (1.1)
3.7 4.2 3.2 p < .001
(1.1) (0.9) (1.1)










表 3 PBI の下位尺度得点の平均 
 
 
表 4 PBI と容姿志向性の相関（女性） 
 
 
表 5 PBI と容姿志向性の相関（男性） 
 
 









低かったことは先行研究と同様であった（e.g., 島, 1988; 



























































31.6 31.6 31.5 n.s.
(4.7) (4.6) (4.8) 
27.2 27.5 26.9 n.s.





養護 .100 .196 .039
過保護 .196 -.007 -.089
容姿無関心
養護 .025 .010 -.263
過保護 .332 * .232 .532 ***
***p < .001, **p < .01, *p < .05
他者意識容姿肯定
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18-19 歳の 1 年生（N = 20）では過保護は他者意識との
み有意な正の相関を示したが（r = .423, p < .05），19-20
歳の 2 年生（N = 25）では過保護は容姿肯定（r = .499, 
p < .05），容姿無関心（r = .529, p < .01），他者意識（r 






























注１：本稿は第 2 著者が 2018 年度に東海学院大学人間関係
学部心理学科に提出した卒業論文を第 1 著者が再分析
し全面的に改稿したものである。 
注２：3-4 年生は 1 名と 3 名と人数が少なかったため，ここ
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3, 7, 15, 21, 22, 25 は逆転項目。 
 
 
Analysis of Sexual Differentiation and the Effects of Parental 
Childrearing Style on Self-Rated Appearance of University Students 
 
ADACHI Yuko and YAMAMOTO Kumi 
 
Abstract 
 It has been pointed out that parenting attitudes affect the self-evaluation of a child's appearance, but there are 
few studies focusing on the child’s gender, despite apparent gender differences in self-evaluations of appearance. 
The purpose of this study was to examine the effects of parental childrearing styles on a child’s self-rated appearance 
in terms of gender. A questionnaire survey was conducted on 115 university students. Among factors of the self-
rated appearance, “affirming appearance” and “indifferent to appearance” were lower for women than men, while 
“consciousness of others” was higher for women than men. In males, it was shown that the childrearing style of 
overprotection was positively correlated with self-ratings of “affirming appearance” and “consciousness of others.” 
Men are less likely to be oriented towards appearance than women, and therefore may reframe the parental 
childrearing style including overprotection approvingly. It is thought that men may be affected by the parenting 
attitude as the developmental stage progressed.  
Keywords: Undergraduates, Self-evaluation of a child's appearance, Parental childrearing style 
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